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一

方、

も
し
世

界
が

永
遠
で

あ
る

な
ら
ば

、

実
体
と

作
用
因
の

な
い
、

一

つ

の

永

続
的
で

変
化
し
な
い

存
在
が
必
然
と
な
る

。

結

果
的
に

ど

ち
ら
の

場

合
も、

神
の

存
在、

唯
…

性
、

非
物
質
性
が

明
ら

か
に

な
る

の

で

あ

り、

そ
れ
こ

そ
が
私
白

身
の

望
む
こ

と

で

あ
る

。

）

　

哲
学

者
の

議
論
の

方

法
に
つ

い

て、

マ

イ
モ

ニ

デ

ス

は

第
二

部
一

章
か

ら
＝ ．
十
一

章
に

か
け
て

述
べ

て

お
り、

一

章
で

は
、

第
一

部
七

十
三

章
と

同
様、

哲
学
者
の

論
証
の

基
盤
と

な
る

二

十
五
の

諸
前
提
を、

ア

リ
ス

ト

テ

レ

ス

の

自
然
学
と

形
而
上

学
の

議
論
に

基
づ

く
も
の

と

し
て

掲
げ
て
い

る
。

こ

こ

で

内
容
の

詳
細
に
つ

い

て

言
及
す
る
こ

と
は

控
え
る

が、

彼
自

身
が

本
当
に

論
じ
た

か
っ

た

と

思
わ

れ

る
議
論
は
、

本
箇
所
に

お

い

て
論

じ
ら

れ
た

も
の

と

推
察
さ
れ

、

そ
の

意
味
に

お
い

て
、

今
回
取
り
上

げ
た

箇
所
を
正

し
く
理
解
す
る
た

め

に

は
、

第
二

部
の

議
論
に

つ

い

て

丹
念
に

調
べ

る

こ

と

が

必
要
で

あ
る

と

考
え
る

。

　

最
後
に
、

方
法
論
的
に
は

カ

ラ

ー

ム

的
な
議
論
を

展
開
す
る

マ

イ
モ

ニ

デ

ス

自
身
が

ム

タ

カ

ッ

リ
ム

と

言
え
る

か
ど

う
か

に

つ

い

て
、

レ

オ
・

シ

ュ

ト

ラ

ウ

ス

は

「

マ

イ
モ

ニ

デ

ス

の

議
論
と
カ

ラ

ー

ム

の

議
論
を

分
け
る

も
の

は
、

知
性
と

想
像
の

根
本
的
な
違
い

に

つ

い

て

の

彼
の

主

張
で

あ
っ

て
、

彼
は
、

ム

タ

カ

ッ

リ
ム

は

想

像
と

知
性
を
取
り
違
え
て

い

る

と

断
言

し

て

い

る
。

す
な

わ

ち、

自
然
の

事
物
と

調
和
す
る

明
瞭
な

前
提
が
必

要

で

あ
る

に

も

関
わ

ら

ず、

カ

ラ

ー
ム

は

真
実
だ

か

ら
で

は
な

く、

教

義
の

証
明
が

し

易
い

こ

と
で

選
ん

だ
恣

意
的
な

前
提
か

ら

始
め
て

い

る

と
、

彼

は

主

張
し
て

い

る
」
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と

述
べ

て

お

り、

純
粋
に

哲

学
的
な

方
法
論
に

基
づ

く
こ

と
を

旨
と

し
つ

つ

聖
書
に

基
づ

く
結
論
を
是
と
し

た
マ

イ
モ

ニ

デ

ス

は
、

こ

の

意
味
で

は
ム

タ
カ
ッ

リ

ム

と
は

言
え
な
い

と
も

結
論
付
け

る

こ

と
が
出
来
る

で

あ
ろ

う
。

ス

ー

フ

ィ

ー

文
学
に

お

け
る

　

シ

ン

ボ

リ
ズ

ム

と

ナ
ー

タ
・

ヨ

ー

ガ榊

和

　
良

　
『

マ

ド
ゥ

マ

ー

ラ

テ

ィ

ー
』

は
、

ヒ

ン

デ

ィ

ー
・

ス

ー

フ

ィ

ー
・

カ

ー

ヴ
イ

ヤ
と

呼
ば
れ

る
一

方
で
、

イ
ン

ド
・

ス

ー

フ

ィ

ー
・

ロ

マ

ン

ス

叙
事

詩
と

も
呼
ば

れ

る

ジ

ャ

ン

ル

に

属
す
る
一

五

四

五

年
に
書
か
れ
た

東

部
ヒ

ン

デ

ィ

ー

方
言
（
ア

ワ

デ

ィ

ー
）

の

詩

物
語
で

あ
る
。

ジ

ャ

ン

ル

名
が

象

徴
す
る

よ

う
に

、

モ

テ

ィ

ー

フ

や
プ

ロ

ッ

ト

の

多
く
を
先
行
す
る

パ

ヴ
ァ

プ

ー

テ

イ

の

『

マ

ー

ラ

テ

ィ

ー

マ

ー

ダ

ヴ
ァ

』

と

い

う
サ

ン

ス

ク

リ
ッ

ト

戯
曲
や

『

カ

タ

ー

サ
リ

ッ

ト

サ
ー

ガ

ラ
』

に

収
め

ら

れ
た

イ
ン

ド
の

説

話、

同
じ

東
ヒ

ン

デ

ィ

ー

方
言
で

著
さ

れ
た
ジ
ャ

ー

エ

ス

ィ

ー

の

『

パ

ド

マ

ー

ヴ

ァ

テ

イ

ー』

や

ク

ト
ゥ

バ

ン

に

よ
る

『

ム

リ

ガ

ー

ヴ

ァ

テ

ィ

i
」

の

影
響
を

受
け

、

イ
ン

ド
の

伝

統
的
な
物

語
・

語
り
の

ス

タ

イ
ル

と
、

ペ

ル

シ

ア

語
の

伝
統
的
な
マ

ス

ナ
ヴ
ィ

ー

（
詩

物
語
）

の

シ

ン

ボ
リ

ズ

ム

と

作
為
性
を
組
み

合
わ
せ

た
形
を

特
徴
と
す
る

と
さ

れ
る

。

　
マ

ン

ジ
ャ

ン

は、

主

人
公
の

王
子
マ

ノ

ー

ハ

ル

と
干

女
マ

ド
ゥ

マ

ー

ラ

テ

ィ

ー

が
「

愛
の

道
」

を
た
ど
る

物
語
を

、

「

ラ

ー

ジ

ャ
・

ラ

サ
の

物
語
」 、

「

甘
露
（
ア

ム

リ

タ
）

の

物
語
」

と

呼
ん

だ
。

こ

の

時

代
、

こ

の

ジ
ャ

ン

ル

の

物
語
詩
が
好
ん

で

依
拠
し
た

ヨ

ー

ギ
ン

の

修
道
論
は

、

ペ

ル

シ

ア

語
の

300（1134）
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伝
統
的
な
詩
物
語
の

い

か
な
る
シ

ン

ボ
リ

ズ
ム

と
組
み
合
わ
さ
れ
て

何
を

示
そ
う
と

し
て
い

る
の

か
。

　
同
マ

ド
ゥ

マ

ー

ラ
テ

ィ

ー
』

が
、

王

女
マ

ド
ゥ

マ

ー

ラ

テ

ィ

ー

の

頭
の

先
か
ら
爪
先
ま
で

の

理
想
的
な

美
し

さ
を
描

写
す
る

イ
ン

ド
の

恋
愛
物
語

詩
の

典
型．
的
な
手
法
や、

王

子
マ

ノ

ー
ハ

ル

と
の

別
離
の

苦
し
み

を
十一
．一

カ

月
の

自
然
の

移
ろ

い

に

合
わ
せ
て

描

く
手
法
を
用
い

る

と
こ

ろ

は
ヒ

ン

デ

イ

i
・

カ

ー

ヴ
イ

ヤ

の

名
に

ふ

さ

わ
し

い
。

だ
が、

王
子
マ

ノ

ー
ハ

ル

が
ヨ

ー

ギ
ン

の

姿
を
と

っ

て

愛
す
る

マ

ド

ゥ

マ

ー

ラ

テ

ィ

ー

を

求
め
る

旅

と
、

鳥
に

姿
を

変
え
ら

れ

た
王

女
マ

ド
ゥ

マ

ー

ラ

テ

ィ

ー

が
マ

ノ

ー
ハ

ル

と
の．
冉
会
を
求
め

る

旅
を

、

著
者
が

「

愛
の

道
」

と

な
づ

け
、

夢
の

中
で

の

出

会
い
、

別

離
、

再
会

、

別
離、

再
会

、

結
婚

、

旅
立
ち
ま
で

の

過
程

を
、

対
称
的
な

円
環
を
な

し
つ

つ

も
さ

ま

ざ

ま
な

角

度
で

対
応

関
係
を
も

つ

複
雑
な

構
造
で

描
き
だ

す
姿
は
、

恋

愛
物
語
詩
を
越
え
た

抽
象
的
な

象

徴
に

満
ち
た

精
神
的
叙
事
詩
の

名
に

ふ

さ
わ

し
い．、

　
マ

ン

ジ
ャ

ン

は
、

イ
ン

ド

の

ス

ー

フ

ィ

ー

教
団
の

中
で

も
、

ナ
ー

タ
・

ヨ

ー

ガ

に

通
じ

た

シ

ャ

ッ

タ

ー

リ
ー

教
団
に

属
し

て

い

た
。

そ
の

直
接
の

導
師
は
、

自
ら

ナ
ー

タ
・

ヨ

ー

ガ

を
実
践
し、

ナ
ー

タ
・

ヨ

ー

ガ

文
献
に

も
含
ま
れ

る

呼
吸
を

観
察
す
る
占
術
法
や

座
法、

タ

ン

ト

ラ

的
な
女
神
の

勧
請
法
な
ど

を

含
む

『

甘
露
の

水
瓶
（

ア

ム

リ

タ

ク

ン

ダ）
』

と

題
さ

れ

る

イ

ン

ド
の

言
語
で

著
さ
れ

た
と
い

う
文
献
の

ア

ラ

ビ
ア

語
・

ペ

ル

シ

ア

語
訳
で

あ
る

『

生
命
の

水
槽
（
ハ

ウ
ド
ゥ

ル
・

ハ

ヤ

ー

ト
）

』

を、

『

生
命

の

海
（
パ

フ

ル

ル
・

ハ

ヤ

ー

ト
ニ

と
題

し
て

重
訳
し

た

ム

ハ

ン

マ

ド
・

ガ

ウ

ス
・

グ

ワ

ー

リ
ア

リ
ー

で

あ
っ

た
。

マ

ン

ジ

ャ

ン

は
、

神
の

本
質
そ

の

も
の

で

あ
っ

た

自
己
が

現
象
世
界
に

下
降
し、

「

愛
」

の

姿
で

世

界
に

顕
現
し
て

い

る

神
の

本
質
に

出

会
い
、

再
び
上
昇
し

て

自
ら
の

起
源
に
戻

っ

て

い

く
と

い

う
シ

ャ

ッ

タ

ー

リ
ー

教
団
の

修
道
論
を
こ

の

精
神
的
叙
事

詩
に

描
い

た
。

　
そ
れ

を

支
え
る

イ
メ

ー

ジ

は、

『

生

命
の

海
』

の

枠
物
語
と

し
て

用
い

ら
れ
た

新
約
聖
書
の

外
典
の
一

つ

「
ト

マ

ス

行
伝
』

に

含
ま
れ
る

『

真
珠

の

歌
』

と、

中
世
イ
ラ

ン

の

哲
学
者
で

照
明
学
派
の

始
祖、

シ

ハ

ー

ブ
ッ

デ

ィ

ー

ン
・

ス

フ

ラ

ワ

ル

デ
ィ

i
・

ア

ル
・

マ

ク

ト
ゥ

ー
ル

に

よ

る
『
愛

の

真
実
に

関

す
る

論
攷
」

の

シ

ン

ボ

リ
ズ
ム

に

あ
る

。

マ

ン

ジ
ャ

ン

の

「

別

離
こ

そ

が

人
間
の

唯
一

の

希
望
で

あ
る
」

と
い

う
こ

と
ば
に

は
、

人

間
が

自
己
の

起

源
へ

の

帰
還

を
目

指
す
こ

と

が

自
己
を

知
る

こ

と

で

あ

り
、

「

白
己
を

知
る

も
の

は

神
を

知
る
」

と
い

う
ス

ー

フ

ィ

ー

の

言
葉
に

象
徴
さ

れ
る

人
間
の

救

済
を
見
出
す
こ

と
が
で

き
る．、

そ
れ

こ

そ
が

、

ナ

ー

タ
・

ヨ

ー

ガ

の

目
指

す
、

サ
ハ

ジ

ャ

（
最
高

実
在）

へ

の

ラ

ヤ
（
消
融）

で

あ
り

、

聖

典
や

論
書
か
ら
は

学
ぶ

こ

と
の

で

き
な
い

実
践
に

よ

り
得
ら

れ

る

叡
智
で

あ
っ

た
。

イ
ス

ラ

ー
ム

的
自
然

法
論
の

意
義
と

問
題
点

浜

　
本
　
一

　

典

　
自
然
法
を
め

ぐ
る

議
論
は

占
代
ギ

リ
シ

ア

で

始
ま

り、

変
遷
し
つ

つ

今

日
ま
で

続
い

て

い

る
。

伝
統
的
な
理
解
に

よ

れ
ば
、

自
然
法
と
は
、

人
間

の

自
然
的
本
性
に

合
致
し、

普
遍
的
妥
当
性
を
有
す
る
法
で

あ
り、

理
性

に
よ
っ

て

経
験
的

に

認
識
さ
れ

る
。

こ

の

よ

う
な

自
然
法
の

概
念
は
一

見、

シ

ャ

リ

ー

ア

と

い

う
啓
示
法
を
擁
す
る
イ
ス

ラ

ー
ム

に

は
馴
染
ま
な

い

よ

う
に

思
え
る

。

に

も
か

か
わ

ら
ず、

シ

ャ

リ
ー

ア

と

自
然

法
の
一

致
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